
を促す放送」に合わせて、引き続き見守りに協力してく
ださい。
　「子ども110番の家」は、市内全域から登録された約
630軒が、トラブルに巻き込まれそうになったときの緊
急避難場所としての役割を担っています。不審者情報の
メール配信登録件数も1,450件を超え、情報の共有と防
犯意識の高揚に役立てられています。
　それぞれの取り組みが輪となって「チームあさひ」で行
う子どもの見守り活動をしていきましょう。

義務教育費用に困っているときは　
「就学援助費」
　市内の小中学校に通っている子どもたちが、経済的な
理由により就学が困難な場合、保護者に学用品費や学校
給食費などの一部を就学援助費として支給しています。
対象／●生活保護を受けている家庭　●生活保護を受け
ていないものの、それに準ずる程度に生活が困窮してい
る家庭　
※市内に住所を有すること。
申し込み方法／旭市要保護及び準要保護児童生徒就学援
助費支給申請書に必要事項を記入し、関係書類を添えて
提出してください。
※�くわしい内容は、在学する小中学校または学校教育課
学務班（☎55-5724・海上支所２階）に問い合わせて
ください。

「チームあさひ」で取り組む　
子どもの見守り活動
　教育委員会では学校や地域などと連携した、さまざま
な子どもの見守り活動を実施しています。
　毎月行う朝のパトロールでは、交通事故の防止や安全
な自転車の乗り方などについて、声掛けをしています。
また児童生徒の登校に合わせて、各学校の先生や保護者、
交通安全を推進するボランティアの皆さんによる交差点
などでの見守りや、スクールガード・リーダーによる下
校時の巡回などをしています。こうした人たちや地域の
皆さんの支えによって、安全・安心が確保され、子ども
たちの笑顔が守られています。
　不審者に関する情報はここ２年、年間約50件が寄せ
られていますが、学校での指導や関係機関との連携、家
庭や地域の皆さ
んの協力によ
り、大きな問題
や事件へと発展
することなく推
移しています。
今後も、日没前
に防災行政無線
から流れる「子
どもたちへ帰宅

学校の安全指導を行うスクール
ガード・リーダー

　私が通っている萬歳小は、全校児童が70人の旭市で
一番小さな小学校です。でも校舎が４階まであり、市内
が一望できる見晴らしの良い学校です。学校の後ろにあ
る萬歳自然公園の展望台からは干潟八万石を眺めること
ができます。それだけではなく、天気の良い日には、富
士山も見ることができるのです。また学校の裏山から、
ときおりキジの鳴き声が聞こえます。そして秋にはとて
も大きなオニヤンマが学校の中に入ってきて、一緒に勉
強をするといった自然が豊かな学校です。
　萬歳小の自慢と言えば、学年を問わずみんな仲が良い
ことです。体力テストは縦割りグループで行い、給食は

ランチルームで一緒に食べます。昼休みにはみんながグ
ラウンドに集まり、ドッジボールや鬼ごっこをして楽し
く過ごしています。
　行事では、11月の「地域と交流活動」がとても楽しみ
です。この行事では、各学年がそれぞれ出し物を決めて、
地域の人たちと交流をします。私たちのクラスは、食育
について学習したので、食育のクイズに答えながら進む
迷路を作りました。このように学習したことを生かして
地域の人たちと楽しく交流することができました。
　萬歳小は全校児童がみんな仲良く、自然がいっぱいな
学校です。私はそんな萬歳小が大好きです。

旭市教育委員会
庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）

生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

みんなの学校自慢

学びのひろば旭
vol.42

みんなで楽しく室内ゲーム

８第 回

萬歳小６年　宮澤 侑希さん

みんな仲良し
笑顔はじける萬歳っ子
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